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【はじめに】キャビティポラリトンは微小共振器中での光子と励起子の強結合によって形成され

る準粒子であり、有効質量が励起子に比べて非常に小さい・ボーズ粒子性を有するという性質を

持つ。これらの性質により、反転分布を必要としない低閾値でのレーザ発振を室温で実現できる

可能性があり、ポラリトン凝縮体を用いた量子演算の実現も期待されている。量子演算の実現に

向けての実験を行うためには、凝縮体が伝搬できる均一な状態と、空間的な加工が可能な程度の

面積を持つ微小共振器が必要である。そこで、本研究では優れた活性層材料である CsPbBr3を用

いた微小共振器を ITC(逆温度結晶化)法(1)の最適化により作製した。 

【実験・結果】まず、ITC法をバルク結晶成長に適用した。結晶は、CsBrと PbBr2を DMSOに溶

解し、CyOH・DMFを加えた後に 0.05℃/minで加熱を行うことにより作製した。ITC法の最適化

のために作製した結晶は、CsBrと PbBr2の mol比が 1:1、1:2、1:3、1:4の 4パターンである。Fig. 

1に ITC法によって作製した CsPbBr3単結晶、Fig. 2に作製した結晶における発光スペクトル

(355nmパルス光励起)を示す。まず 1:1の結晶は、明らかに他の結晶と異なる色をしている。また、

1:4の結晶は粒径が非常に小さいこと、発光波長が 555nm辺りにも確認できていることから、こ

れらの条件においては純粋な CsPbBr3単結晶は得られていないと考えられる。一方、1:2、1:3の結

晶は、結晶形状・発光波長から CsPbBr3の結晶であると判断でき、より粒径が大きい 1:3を最適化

条件に決定した。この 1:3の条件により、2枚のＤＢＲミラーを用いて微小共振器を作製した。Fig. 

3から、微小共振器中に CsPbBr3の結晶が確認でき、ITC法による微小共振器の作製に成功した。 
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Fig. 1:CsPbBr3 single crystals    Fig. 2:Emission spectrum of CsPbBr3   Fig. 3: CsPbBr3 in microcavity 
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